








咬合の発育には遺伝因子と環境因子とが複雑に関与する。なかでも不正咬合の成立原因に

はわからないことが多い。遺伝子に関しては,データの不足があるため,はっきり断定でき

ないのが現状である｡強いて挙げれば親と子の比較,双生児での対比などが報告されている

に過ぎない。 

今回の研究対象はわが国でも初めての五胎児であり少なくとも環境の影響のほとんどは共

通であるので,これら 5 人の咬合の発育には遺伝の影響がかなりはっきり現われるはずで

ある。すなわち,差が明らかになればなる程,類似度は低いということになる。 

そこで,54年 1月と55年 1月に採得した歯列の石膏模型を中心にいくつかの検討を行った

。 


